	文案(３０６文字) 
消費生活相談は「１８８」へ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image1.emf][image: image2.emf]★「消費者ホットライン」は、全国共通の電話番号から消費生活センター等の消費生活に関する身近な相談窓口を案内します。開始当初の電話番号「０５７０‐０６４‐３７０」もお使いいただけます。（ガイダンス終了後、相談窓口につながった時点から通話料金がかかります。）
★お住まいの市区町村の相談窓口が開所していない場合等には、開所している都道府県の相談窓口や国民生活センター等を案内します。
★自分が相談している窓口の名称と電話番号を必ず確認しましょう。後から連絡する場合に役立ちます。

★消費生活でのトラブルでどこに相談してよいか分らない場合には、一人で悩まずに「消費者ホットラインを利用しましょう。


	文案(２９５文字) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商品が届かない！ネットでの買い物は慎重に

★ネットで買い物したが、商品が届かない、連絡が取れないなど実態のない詐欺的なサイトで購入したことによるトラブルが多く見られます。ネットでの購入前には事業者の所在地、電話番号などを必ず確認しましょう。
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★商品が届く前に代金を支払ってしまうと、トラブルがあった場合に被害金を取り戻すことが難しくなります。前払いによる購入は十分注意しましょう。

★インターネット通販では、サイト内に事業者の名称、所在地等を表示しなければなりません。それらの表示のないサイトでの買い物はやめましょう。

★分らないことや不安なことがあったら、福岡市消費生活センターにご相談ください。
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文案(２８９文字)

知人から誘われた仮想通貨への投資

もうかるはずが・・・

　　　

★知人から説明会やセミナー等に誘われ，売却利益を目的に

　仮想通貨を購入したところ，もうかるどころか支払った

　お金も戻ってこないという相談が寄せられています。

★仮想通貨は，価格が急激に低下するなどのリスクを伴うため，将来必ず値上がりするものではありません。仕組みや取引に伴うリスク等について，

よくわからなければ決して契約しないでください。

★仮想通貨交換業の登録がなければ，国内で仮想通貨と法定通貨との交換

サービスは行うことができません。

★不安を感じたときは，お住まいの自治体の消費生活センター等にご相談

ください（消費者ホットライン１８８）。


	文案(２７２文字) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「無料」のはずが６万円

廃品回収サービスのトラブル

[image: image8.emf]★ 「無料回収」をうたって巡回している廃品回収業者に依頼しても、積み込み時に料金を請求されるケースがあるので注意しましょう。

★ 粗大ごみや不用品の処分は、福岡市のルールに従って行いましょう。処分について不明な点がある際は、各区役所生活環境課（博多区は自転車対策・生活環境課）に確認しましょう。

★一般廃棄物の収集・運搬は市町村の許可を受けた事業者しか行えません。安易に廃品回収業者に処分を依頼することは、トラブルとなる場合もあるので避けましょう。

★困ったときは、福岡市消費生活センターにご相談ください。


	文案(２５５文字) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テレビショッピング

契約条件をよく確認しましょう

[image: image9.emf]★テレビショッピングでは、返品条件などについて表示時間が短く、分かりにくいことがあります。印象だけにとらわれず、返品条件や使い方などをよく確認してから注文しましょう。
★テレビショッピングなどの通信販売にはクーリング・オフ制度はなく、事業者が返品の特約を設けている場合は、それに従うことになります。返品ができる場合でも、「開封後の返品は不可」「使用後は返品できない」などの条件があることもあり、注意が必要です。

★困ったときは、福岡市消費生活センターにご相談ください。


	文案(２５４文字) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ポイントカードのつもりが

　クレジットカードの申し込みに・・・

★店頭などで勧誘され、ポイントカードを申し込んだところ、実は、希望していないクレジット機能がついているカードだったという相談が寄せられています。
★クレジット機能付きのポイントカードは、特典が優遇される反面、年会費が発生したり、決済機能があるため保管等に注意が必要になったりする場合があります。勧誘をされても詳しい説明を求め、納得できなければきっぱりと断りましょう。

★困ったときは、福岡市消費生活センター等にご相談ください（消費者ホットライン１８８）。


	文案(３６７文字) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
格安スマホ

契約前にサービス内容を確認しましょう

★いわゆる“格安スマホ”を契約して使ってみたところ，

　今までの携帯電話と同じサービスが受けられなかったという

相談が寄せられています。
★格安スマホ会社の中には実際の店舗がなく，故障時の対応や問い合わせ窓口が電話やホームページ等に限られている場合もあります。契約前に，サポート
体制等のサービス内容についてよく確認しましょう。

★格安スマホは，独自のメールアドレスの提供がなかったり，故障時に代替機の貸し出しサービスが有料であったりするなど，今までの携帯電話会社と
サービス内容が違う場合があります。自分が必要とするサービスを確認し，

よく検討してから契約するようにしましょう。

★不安に思うことやトラブルが生じた場合には，お住まいの自治体の消費生活

センター等にご相談ください（消費者ホットライン１８８）。


	文案(３５４文字) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

訪問して買い取りを行う

業者との契約は慎重に

★自宅で物品を買い取ってもらう訪問購入では，

購入業者は突然訪問して勧誘することはできま

せん。このような行為を行う購入業者を家に

入れないようにしましょう。

★購入業者は，前もって電話等で連絡した場合でも，消費者が事前に承諾した買い取り対象以外の物品について売却を求めることは出来ません。「貴金属はないか」などと当初とは違う物品の売却を突然求められたときは，きっぱりと断りましょう。

★訪問購入はクーリング・オフが出来ます（法律で定められた書面を受け取った日を含めて８日間）。この期間内は購入業者に物品を引き渡さないこともできるので，物品を渡さないことがトラブルを防ぐ一つの方法となります。

★困ったときは，福岡市消費生活センターにご相談ください。

　（消費者ホットライン１８８）


◎商品・サービスに関するご相談は，

福岡市消費生活センター℡781-0999まで。
· レイアウト等については適宜ご変更下さい
